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　Ⅱ．編集委員会からのお知らせ

  I. 　Alan Hajek教授後援会のお知らせ

日本科学哲学会会長　野本和幸

下記の通り、Alan Hajek教授(オーストラリア国立大学)の講演会を開催いたします。会員
の皆様には奮ってご出席下さいますようお願い申し上げます。なお、現在、日程のみが決定し
ており、時間、場所については決まり次第本学会のホームページ上でお知らせいたします。ま
た演題も仮題ですが、ご参考までに掲げておきます。やはり後日ホームページ上でご確認下さ
い。

日程：2006年 4月 14日（金）
演題：ALL VALUES GREAT AND SMALL（仮題）

Hajek氏は1962年生まれで、David LewisやBas van Fraassenの下で研究されました。条
件文、ベイズ主義、パスカルの賭け、などの主題が専門で、ルイスの「トリヴィアリティ結果」
についての論文は有名です。この分野を代表する若手研究者です。

 II.　編集委員会からのお知らせ

編集委員長　佐藤徹郎

１．『科学哲学』39巻 2号（2006年 12月発行予定）の特集テーマについて

『科学哲学』39巻2号の特集テーマを「相対性理論100年」とし、このテーマにふさわしい内
容の論文を募集いたします。会員の皆さまには、奮ってご応募ください。

＊　 締め切り期日：2006年 7月 11日（事務局必着）
＊　 『科学哲学』38巻 2号掲載の「論文応募要領」を参照の上ご投稿ください。

 ２．自由応募論文について

「論文応募要領」３にある通り、論文本体（これはレフェリーに転送されることになります）
には論文タイトル（日本語と英語）と英文要旨のみを付けることとし、著者氏名と所属につい
ては、別に添付した表紙に記してくださるようお願い申し上げます。
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 Ⅲ．    大会実行委員会からのお知らせ
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大会実行委員長　山田友幸

１．大会の日程について

日本科学哲学会第 39回大会は、下記の要領で開催いたします。

期日：2006年 10月 21日（土）・22日（日）
場所：北海道大学 ・札幌キャンパス

＊　 シンポジウムのテーマについて、ご意見・ご希望がございましたら、3月24日までに事
務局宛ご連絡ください

＊　 ワークショップについての具体的な企画、あるいはテーマについてのご希望がございま
したら、3月 24日までに事務局宛ご連絡ください。

＊　 以上の二点につき、期日が迫っており大変申し訳ございません。企画の詳細が未だ定
まっていない場合も、実行委員会で検討材料とさせていただきますので、事務局までご
一報下さるようお願いいたします。

＊　 研究発表の申し込み締め切り期日は、8月 25日（金）の予定です。なお、今年度から
「発表要旨」は電子データ（eメール上での添付ファイル、またはフロッピーディスク
――データの形式は、wordファイル、テキストファイルなど事務局で処理可能なもの）
でお申込いただくことになります（題名、応募者の氏名、所属等は、従来どおり正確に
提示していただく必要があります）。本学会ホームページにて、7月頃から書式を公開す
る予定ですので、メールでのご応募の場合、それをご参照いただきますようお願いしま
す。この件については、新年度のニューズレターで改めて詳報いたします。


